
②潤和会記念病院 IT 管理室 室長服部正樹先生からは、Google Appsを導入されることで、院内コミュ

ニケーションがどのように変わったのか、導入の経緯やコストも含めて、お話いただきました。 

 

電子カルテ移行に伴い、グループウェアの変更を検討する際、他社と客観的に比較しつつ、どのような

ポイントで Google Appsが合理的にメリットであったか、お話いただきました。 

 

 



併せて、Google Appsを使用することで、実現する様々な情報コミュニケーションのやり方について、

実際、セミナーの場でも、順和会病院の電子カルテと接続させるなどしながら、分かりやすくデモして

いただきました。 

 

 

実際、導入に当たっては、職員が新システムを使わざる得ない仕組み作りを意識されました。具体的に

は、院内の連絡事項については、掲示板を各自読むことを前提とした運用や、病院全体ポータルサイト

から部門別のポータルサイトにリンクしたり、各種マニュアル関係を掲載することで、体系的に病院の

情報を集約されました。こうして、メールから連絡事項、業務上の情報まで、ポータルサイトに入れば

職員各自が得られる仕組みにすることで、院内での定着が進んだそうです。 

 

総じて、Googleアカウントでメール・ＩＤの一括管理できるとともに、サーバ管理から院内のＩＴ職員

解放されるメリットは大きく、各種連携が優れている多くのＡｐｐｓ機能を使いこなせば、アイデアと

努力次第で、￥6,000／人年というコスト以上の恩恵があるのではないでしょうか。 


